
【取組内容②】 外部講師による参観懇談出前講座

広島市立牛田小学校（広島県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

親子で学ぶ情報モラル

1年生を対象に、情報モラルの動画を制作しているメーカー、
大学の先生をお招きし、タブレット学習を進めるにあたって気
を付ける点について授業と講演をしていただいた。
情報機器の活用場面を振り返ったり、家庭での活用ルール
を保護者と児童が一緒に考える時間となった。
懇談会では、なぜ今情報モラルが大切なのかや、情報端末
を活用したこれからの学びについて講演していただいた。

◎保護者と一緒に活用について考えることができた。
◎持ち帰りを進めるうえで家庭と意識統一が図れた。
◎１年生の段階で行うったことがよかった。
▲タブレット学習が始まる４月の最初の参観懇談で行うほうがよい。
▲費用がかかる。

課題成果 と

ねらい GIGAスクール構想について保護者に理解してもらうとともに、日常的な持ち帰りを行う上で、家庭を巻
き込んでのルール作りを行うことをねらいとした。

今後に向けて
〇１年生だけでなく、すべての学年で取り組む。（全学年４月最初の参観懇談）
〇参観懇談に限らず外部講師を招き、正しい知識を子供たちに習得させる必要が
ある。


